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CHS の中性粒子 入射 （NBD 加熱プラズマ に おい て 、ある し きい 値を越え る加熱パ

ワ
ーを投入し、かっ 強 いガ ス パフ によ り電 子密 度を上昇させて いくと、水素バルマ

ー

ア ルフ ァ線 （馬）強 度が突 然減少す ると同時 に、プラズマ 境界付 近の 密度勾配の 急

峻化 をともなう境 界輸送障壁 （団 ge   陣   じ具 EIB ）の 形成が 観測されて い る。
本研究で は、ETB 形成 時の プラズマ か らの放射光強度の 空間分布を．電流電圧変襖

アンプが組み込まれた 20 チャ ンネルの AXUV フ ォ トダイオードア レイ 2 組 を用いて

計測 した。EIB 形成と同時に全ての チ ャン ネルの放射光強度の 上昇率が増加するが、
プラズマ 周辺部を通る視線 と中心部を通 る視線では異なる時間変化を示 した。一例と

して、図 童に磁気軸位置 Rm ＝9Zl 　cm の 磁場配位において ErB を形成 した放電にお

ける 各信号の 時間変化を示す．図 1 〔b）の ように t＝6Sms で遷移が生 じ、1  線信号強

度 が急激に減少 し、EIB が形成 されて い るn 園 1 〔c ｝にフォ トダイオ
ー

ドア レイの 各

チャ ンネルの うち、視線に接する磁気面の 規格化小半径 ρ。。が O．S9 および 0．10 の 2

本の視線に つ い て、視線平均の放射光強度を示した。ρm
＝OS9 の プラズマ 境界付近

の み を通る視線では 、EIB 遷移 とともに放射光強度が急激に 増加し 、プラ ズマ境界

付近の 密度ペ デスタルの 形成を反映して いる と考え られ る。その後は境界付 近では飽

和 するが、Pua＝O．10 の 中心部を通る 視線で は飽和せず徐々 に上昇 して いく こ とが分

かる。この放 電では EIB 遷移後の 電子密度が
一
定な い し は減少する ようにガス パ フ

波形を調整 して お り、遷移後 の電子温度 も徐々 に低下 して いるので、中心部におけ る

不純物 密度 の増 加を示唆してい ると考えられ る。パ イロ エ レク トリッ ク素子 による計

測データとの比較や、加熱 パ ワ
ー

しきい 値近傍にお ける振る舞いなど、詳細は講演に

て 報告する 。
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図 且 ：EIB が形成された放電 鳴 巴92．km ） におけ る各信号波形。上段か ら （a）加

熱 ・ガスパ フ、  水 素バルマ
ー

アルフ ァ線蜘度、｛c）放射光強度の プラズマ周辺部

および 中心部を通る視線 に沿 っ た平均馗，をそれぞれ示す。

29aA26PCHS に お け る高速 イオ ン 励起 MHD 不安定性 に誘起 され た高速 イオ ン 輸送 と損 失
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磁場閉じ込 めプラズマ にお ける高速イ オン に起 因す る   ¢ rg釦G   de 幗 e （EPM ）［1］

や naim 　elgen　mode と高速イオン の 相互作用の 研究は、これ らの MHD 不安定性 によ

る高速 イオン の 異常損失 の危惧 か ら、近年重要な研究対象とな っ て い る。CHS で は 、
高速 イオン駆動 MHD 不安定性が高速 イオ ン 輸送に与え る影響、並び に その 結果とし

て の 高速イオ ン損失に つ い て 調 べ る 目的で 、中性 粒子分析器 〔NPA ）とシ ン チ レータに

基 づ く損失高速イオ ン プ ロ
ーブa」P）を駆使 した実験を行 っ て い るe 図 1 に、中性粒子

ビーム（NB ）を接線 方向el　Co・入射 した際に HコM と TAE モ
ー

ドが発生 した放電におけ

る磁気プロ
ーブ信号、損失高 速イオン 束、高速中性粒 子束 、H α 信 号の 時間変化 を示す。

eCOms か ら 且2ems にかけて 珊 M に よるフ ィ ッ シ ュボーン様の MHD バ ース トが発生

して お り、この 時 LlP 信 号にそれに同期 した増加が観測され る。また．入射エネル ギ

ー近傍の 高速中性粒子束も同様の 間欠的な増加が見 られ 、こ れ らの 観測結果 か らM 田）

バ ース トに より高速イオ ン の 外側への輸送が誘起 され、そ の結 果、高速イ オンの
一一

部

が損失に い た るこ とが分 かる。放電の 途中で 2機 の NB の うち 1機を停止 した ところ

磁場揺動レ ベ ル の 低 ドし、それ に伴い 高速イオン の 排出 レ ベ ル も低下す る。バ
ー

ス ト

強度 がある揺動 レ ベ ル 以下ま で低下する と高速イオ ン の 排出が見 られな くな り、高速

イ オン の 誹 出には揺動 レ ベ ルに ある閾値がある こ とがうか がえ る。kl ．3dm 以降に

TAE バ
ー

ス トへの 邉移が起 き、　 PICO −130ms に比 して磁 場の 揺動 レ ベ ル が小 さくなっ

てい るにも関わ らず高速イオ ン の排出レ ベ ル が更 に増加 する。講演 では、これ ら観測

結果に加 えて 、磁 場揺動 レ ベ ル と高速イオ ン 損失量の 関係、EPM と TAE モ
ードが高

速イ オン輸送
・
損失に与える影響の違い等 につ い て 詳述す る。

［1】KToi 　etaL ，NudearFusion40 （  ）1349．
〔．コ．
甸　
響丶瓜
U

3　　 N団 x2 　　　　　 NBIX 季　｝ NBIx2 　　　　 a ｝

【．コ、
G；　
巳学」

・ 榊 榊 榊 一 嚇 齢酬

遮 ・

40

　 　 c）

35一　尸
　

唯

匸こ ⊃編 1糊
蒹
？　

20

象

E＝38．9keV

轡
冖．凹げ、邸暫可甲
工

図 1

　 o

i｛隆一 ＿ ＿ 避 囲
　 90　　　　　　1eD 　　　　　　劉 0　　　　　　120 　　　　　　睾3Q　　　　　　140
　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 TLme（ms ｝

（a）磁気プ ロ
ーブ信号、f｝）損失高速イオ ン束 、（c）高 速中性粒 子束 、（d｝横 長断面外

側視線におけ る Ha 信号強度
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